特効 を 有する 由 を 聞いた ので、 家内 をして 毎日、 湯 村 

へ 通わせる ことにした。 私たちの 借リ ている 家賃 六 円 

五 拾 銭の 草庵 は、 甲 府巿の 西北 端、 桑畑の 中に あり、 

そこから 湯 村まで は 歩いて 二十 分く らい。 (四十 九聯 

隊の 練兵場 を 横断して、 まっすぐに 行く と、 もっと 早 

い。 十五 分く らいの もの かも 知れない。) 家内 は、 朝 ご 

はんの 後片附 がすむ と、 湯 道具 持つ て、 毎日 そこ へ 通つ 

た。 家内の 話に 依れば、 その 湯 村の 大衆 浴場 は、 たい 

へん のんびりして、 浴客 も 農村の じいさんば あさんた 

ちで、 皮膚病に 特効が あると いっても、 皮膚病ら しい 

人 は、 ひとり も 無く、 家内の からだが 一等き たない く 



い。 けれども、 決して 痩せて はいない。 清潔に 皮膚が 

張り切つ ていて、 女王の ようで ある。 老夫婦に からだ 

を まかせて、 ときどき ひとりで 薄く 笑って いる。 白痴 

的な もの を さえ 私 は 感じた。 すらと 立ち あがった とき 

私 は 思わず 眼 を 見張った。 息が、 つまる ような 気がし 

た。 素晴らしく 大きい 少女で ある。 五 尺 ニ寸も あるの 

ではない かと 思われた。 見事な ので ある。 コ— ヒ— 茶 

碗 一 ぱいになる くらいの ゆたかな 乳房、 なめらか なお 

なか、 ぴ ちっと 固く しまった 四肢、 ちっとも 恥じずに 

両手 を ぶらぶら させて 私の 眼の 前 を 通る。 可愛い すき 

とおる ほど 白い 小さい 手であった。 湯 11 に はいった ま 



たと、 少しも 早く ここ を 逃げ出し たくな つて 来た。 ち 

らと 少女の ほう を 見る と、 少女 は 落ちついて、 以前の 

とおりに、 ふたりの 老夫婦の あいだに ひっそり しゃが 

あおむ jj 

んで、 ひたと 守られ、 顔 を 仰向に して 全然の 無表情で 

あった。 ちっとも 私 を 問題に していない。 私 は、 あき 

ら めた。 ふたたび 指輪の 老爺に 話 掛けられぬ うちに、 

私 は 立ち あがって、 

ささや 

「出よう。 いっこう あたたまらな いご と 家内に 囁き 

さっさと 湯槽から 出て、 からだ を ふいた。 

「あたし、 もう 少し ご 家内 は、 ねばる つもりで ある。 

「そうか。 さきに 帰る からね ご 脱衣場で、 そそく さ 着 



女の 姿で ある。 そこに 少女の 坐って いるの を、 そのと 

き はじめて 知った わけで ある。 私 は、 けれども あまり 

問題に しなかった。 女 弟子 かな？ 娘 かな？ ちらと 

そう 思った だけで、 それ 以上、 注意して 見なかった。 

しばらくして、 少女が、 私の 背後から 首筋のば して、 

私の 鏡の 顔 をち よいちよ い 見て いる ことに 気附 いた。 

二度 も、 三度 も 鏡の 中で 視線が 逢った。 私 は 振り向き 

たいの を 我慢しながら、 見た ような 顔 だと 思って いた。 

私が、 背後の その 少女の 顔に 注意し はじめたら、 少女 

の ほうで は、 それで 満足した ような ふうで、 こんど は、 

ちっとも 私の ほう を 見なかった。 自 B たっぷりで、 
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